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札幌大学教職員組合ニュース 

No.14 2020 年 11 月 9 日 札 幌 大 学 教 職 員 組 合 書 記 局  発 行  

組 合 事 務 室 は１号 館 ２階 １２１０です。 Ema i l ：su . t radeun ion@gma i l . com 

感染再拡大が続く今、組合は危険手当の支給、課

外活動での感染対策、緊急連絡網の整備を要求 
 

教職員組合は、組合ニュースＮｏ．１３で法人への団交開催要求をお伝えして以来、これまで７月

３０日と９月１７日、１０月２３日と３回の団体交渉を行い、その間に法人に対して要求書も提出し

ています。３回の団体交渉については、次号から数回に分けてニュースでお伝えする予定です。 

今号では、１０月に入り新型コロナウイルス感染症の感染再拡大に歯止めがかからない中、教職員

の皆さんの労働環境と労働条件の維持および改善を図るべく取り組んでいる事項を、特に取り上げて

お伝えします。 

新型コロナウイルスの感染再拡大を踏まえ、組合より危険手当の支給などを要求 

 組合は、今年の３月末に学内の教職員向けに「新型コロナウイルスの感染拡大に伴う札幌大学の対

応に関してアンケートを実施し、年度末・年度初めの忙しい中、１９名より回答がありました。 

 アンケート項目の最後の自由記述には、①国や北海道の方針や指示をそのまま伝えたり、実行した

りしているだけで、札大独自の方針・対応がない、②情報の伝達が一方通行で、同じく働いている教

員や臨時職員を含めた事務職員には情報が入ってこない、③また教職員からの意見を広く聞こうとも

しない、④職場内の「３密」を避けるための対策が守られず、対策を実施しても結果として元の職場

に戻って働かざるを得ない、⑤勤務場所や出勤時間の分散化を実施しているが、実情と合っていない

ので、かえって負担が大きい、等の意見が多く寄せられました。これらの教職員の不満や不安の声は、

現在になっても大学内でささやかれ続けています。 

 こうしたアンケート結果や職場の声を踏まえ、組合は新型コロナウイルス感染拡大による様々な負

担の軽減、感染リスクの軽減を重視した要求を行ってきました。 

 特に１０月からの札幌圏を中心とした新型コロナウイルス感染の再拡大が続く中、１０月２３日に

開催された団体交渉でのやりとりを踏まえ、１１月４日、組合は法人に対して提出した要求書におい

て、以下のような要求項目を出しています。 

 

１、危険手当の支給 

元来は、春学期における遠隔授業及びその付帯業務などによる新規労働の付加に対する「慰労金（一

律５万円以上）」の支給の要求を行ってきました。しかし、現在の札幌圏を中心とした北海道の感染拡

大が続き、本学からも感染確認者が判明しています。その中で感染の危険を冒して働く教職員に対し
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て、「危険手当」として全教職員に「慰労金（一律５万円以上）」の支給を要求します。 

 

２、緊急連絡網整備 

緊急事態時の教職員への連絡・情報の周知について、１０月２０日付けの法人側回答には「緊急連

絡網の整備は急務であり、緊急連絡網の整備に協力いただきたいと考える」とあり、１０月２３日の

団体交渉にも同様の発言がありました。コロナ禍において当該問題については、緊急事態発生も予想

されることから、緊急連絡網の整備について組合と改めて協議し、合意した上で、教職員に連絡網の

整備への協力を要請することを要求します。 

 

３、感染確認者判明時の情報周知 

最近、札幌圏では新規の感染確認者が急増し、市中感染が広がる中、再び本学からも新規の感染確

認者が出ることが予想されます。これまでの感染者判明に関する通知については、教職員の中から「感

染判明した以外の情報が分からないので、どう気を付ければいいのか分からない」との声が聞こえま

す。新型コロナウイルス感染予防に関して、全教職員と学生に対して、迅速な対応とともに、適切な

情報開示などの実施に万全を期すこととそのための対策内容について、組合との協議を要求します。 

 

４、課外活動での労災の扱い 

法人は職員の課外活動の指導及び帯同をボランティア扱いだとしているために、ボランティアでは

労災になりません。平成２９年９月２８日に執行委員長と専務理事との間で、課外活動指導に係る取

扱いについて協議することを署名捺印して以来、組合は一貫して課外活動の指導及び帯同を正式に業

務扱いとすることを要求し、平成３０年３月１日の団体交渉では組合側提案も提出しています。改め

て、職員の課外活動の指導及び帯同を業務扱いと認め、大会参加、合宿や練習などの部活動で新型コ

ロナウイルス感染症に感染した場合も、労働災害として認めるよう要求します。 

一方、現時点でも新型コロナウイルス感染症に感染するリスクが高まっています。したがって、大

会参加、合宿や日頃の練習などで新型コロナウイルス感染症に感染した場合の早急の対応策について、

法人の考えを明らかにすることを要求します。 

 

新型コロナウイルス感染リスクが高まる今こそ、現場の声を組合へ 

周知のように、文科省は後期の対面授業が５割未満の大学名を公表し、学生への調査を実施する、

との方針を出しています。メディアのニュースでも大々的に報道されたので、学生の間にもこのこと

は広まっているようです。他方で、大学での対面授業の再開が始まってから、複数の大規模校でクラ

スターが発生し、その対応として、休校措置が取られたり、対面授業を中止して休講や遠隔授業へ変

更したりする大学も出てきています。 

札幌圏を中心に北海道内で新型コロナウイルス感染が再び拡大する現在、感染拡大の予防に対する

対応について、札幌大学がいかに正確かつ分かりやすい情報を迅速に開示し、学生や教職員にそれを

周知させるか。これは大学で学ぶ学生や働く教職員の不安を和らげるだけでなく、更なる感染拡大を

防ぐための予防措置という点からも重要です。 

教職員組合は、本学の持続可能な発展には、そこで働く教職員の健康維持と学生への配慮こそが優
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先されるべきであると考えています。そのため、教職員の安全や健康を確保し、職場内の不安や不満

を解消することが、教職員組合の重要な活動の一つと位置付けています。大学への対応等で何か不安

や不満なことがあった場合には、本組合の執行委員等に遠慮なくご相談いただきますよう、どうぞお

願いいたします。教職員組合は、現場で働く教職員の皆さんからの声を団体交渉や要求書を通じて法

人に届けることで、新型コロナウイルス感染による健康被害の防止につなげていきます。 

 


